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information

写真提供：宮城県観光課ほか

＊ 今月の一杯：今月は�®萩の鶴（はぎのつる）�¯です。特別純米酒秋あがりは、フルーティーな香りで甘さと酸のバ
ランスが取れた、すっきりしたお酒です。うま味がじんわりと引いていく感じです。ぜひ、どうぞ！

　第36回日本診療放射線技師学術大会

宮城への道
宮城県放射線技師会　広報部

第4回

宮城の見どころ
　今回は宮城の観光地・見どころです。宮城は東に太平洋、西に奥羽山脈がありますが、その中でもまずは太平洋に面

した松島からご紹介します。

　松島は日本三景の一つとして、古くから親しまれてきまし
た。仙台から電車で30分ほど揺られ、高台にある駅に降り立

つと、そこにあるのは太平洋の雄大な水平線を背景に、松島湾

の大小さまざまな260ほどの島々が楽しめる稀
け

有
う

な景勝地にな

ります。湾内には島巡り観光遊覧船があり、大小の奇岩が移り
変わる風景を満喫できます。また松島には、伊達政宗公の菩

ぼ

提
だい

寺である瑞
ずい
巌
がん
寺
じ
や円

えん
通
つう
院
いん
があります。秋には庭園の紅葉のライ

トアップが行われ、昼間とは違う神秘的な景観を堪能できます。

ぜひ、訪れてみてください。

　宮城の紅葉といえば、鳴子峡です。仙台駅からバスで1時間半ほ

どかかりますが、学会時の紅葉は最も見頃だと思います。高さ約

100mの断崖絶壁が2.5kmにわたって続くV字型渓谷で、奇岩と松

の緑が点在する中に織りなす紅葉美は圧巻です。また鳴子は温泉郷

でもあり、源泉数も多く、湧き出るお湯の量も豊富で有名です。そ

して何と、日本にある11の泉質のうち9種類が鳴子温泉郷に集まっ
ているのです。便利な�®湯めぐりチケット�¯ で、はしご湯をしてみ

てはいいかがでしょうか。

　最後に仙台うみの杜水族館をご紹介します。ここは仙台駅から
JRまたは地下鉄・バスを乗り継いでおよそ30分で行くことがで

きる東北最大級の水族館です。館内では宮城が誇るマボヤ（ほや）
がロープにぶら下がる様子が見られ、その合間をいろいろな魚が

泳いでいます。長期飼育が難しいヨシキリザメも飼育
されていますので、ぜひ、足を運んでみてください。

　次回は学会場近くの見どころをご紹介しますので、

お楽しみに！
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〒 宮城県仙台市宮城野区鶴ケ谷三丁目 番 号 ： ：
運営事務局 公益社団法人宮城県放射線技師会事務局

第 回第 回
日本診療放射線技師学術大会日本診療放射線技師学術大会

人と技術をつなぐ令和の未来へ

大会長 立花 茂
公益社団法人 宮城県放射線技師会 会長

会 長 中澤 靖夫
公益社団法人日本診療放射線技師会 会長
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公益社団法人 宮城県放射線技師会
公益社団法人 日本診療放射線技師会

厚生労働省（予定）
宮城県（予定）
仙台市（予定）

国民と共にチーム医療を推進しよう
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執務時間：月曜日から金曜日の午前9時30分より午後5時30分まで。
ただし、土曜、日曜、休日、祝日、創立記念日（7月13日）および年末年始（12月29日～1月3日）は
執務致しません。

事務所
案内

information　「業務拡大に伴う統一講習会」および「診療放射線技師基礎技術講習」の開催日程につきましては、ホームページで
随時更新しておりますので、そちらをご参照ください。

ホームページ閲覧のお願い

■ 「業務拡大に伴う統一講習会」開催日程：www.jart.jp/activity/lifelong_study/schedule.html
■ 「診療放射線技師基礎技術講習」開催日程： www.jart.jp/activity/lifelong_study/ib0rgt0000004api.html

　日本診療放射線技師会の事業計画には「がん放射線治療の均
てん化」が項目立てされている。この「均てん化」とは、主に
医療分野で用いられる用語で「医療サービスなどの地域格差な
どをなくし、全国どこでも等しく高度な医療を受けることがで
きるようにしていく」という意味の言葉である。そもそも「均
てん：均霑」は、誰もが等しく利益を享受できることとされ、
前述の事業計画を当て込むと「がん放射線治療の分野において、
地域格差をなくし、全国どこでも等しく高度な放射線治療を受
けることができるようにしていくことを目指す」と解される。
　小生も、放射線治療を担当する診療放射線技師として、がん
放射線治療分野の均てん化について、もちろんそうなるべきだ
と思っていたが、ここに来てまさにその格差に直面した。
　親族が突然がんと宣告されたのだ。
　親族は、人口30万を越える地方の中核都市在住の85歳。最
後に訪ねた時も、年齢の割にかくしゃくとしており、病魔とは
無縁の印象であった。
　しかし、在住医療圏の代表的な中核医療機関（地域がん診療
連携拠点病院）で、副鼻腔のがんと診断され、顔面の骨破壊を
伴い急速に周囲組織への浸潤が進むなど、早急な治療が望まれ
る状況になっていた。
　当該医療機関では、3D-CRTによる放射線単独療法か、
IMRTの施行が可能な医療機関への紹介を提示されたのだが、
当該医療圏でIMRTを行っている医療機関は存在しなかった。

IMRTが可能な医療機関までは近くても片道80km余りあり、
簡単に通院できる距離ではないことから、事実上選択の余地は
ない状況だった。
　これまで、がん放射線治療の均てん化が必要だと頭では理解
していた（つもりだった）が、今回、自分が患者家族側の立場と
してがん放射線治療の地域格差に直面したことで、どうして地元
で十分な放射線治療が受けられないのか、この理不尽な地域格
差がなぜ存在したままなのか割り切れない思いに駆られた。
　厚生労働省は、2005（平成17）年に「がん医療水準均てん
化の推進に関する検討会」による「がん医療水準の均てん化に
向けて」という報告書を公開しており、診療放射線技師の担う
役割についても言及がある。この報告から10年以上が経過し
た今、果たして地域格差は本当に縮小しているのだろうか。
　高齢化が急速に進む中、がん医療の均てん化が追い付くどこ
ろか、より深刻な格差が生じていないか、少し心配になった。
　くしくも本会では、2020年2月24日（月・振休）に、がん放
射線治療の均てん化に資する目的で、広報委員会と放射線治療
分科会が共催する「2019年度がん放射線治療における質の確
保に向けた基礎セミナー」を開催する。
　セミナー一つで均てん化をうたうことなどもちろんできない
が、多くの皆さまをお迎えすることで、この格差の解消に少し
でもお役に立てば幸いと思っている。
 （文責：松田恵雄）

五 感 f i v e  s e n s e sシリーズ・連載
s e r i e s  s e r i a l i z a t i o nがん放 射 線 治 療 の均 てん 化につ いて

information
1月・2月の講習会などスケジュールのご案内
■ マネジメント研修会： 大　阪　　 1月25日（土）～26日（日）
■ 骨関節撮影分科会セミナー： 熊　本　　 1月26日（日）
■ Ai認定講習会： 東　京　　 2月　1日（土）～　2日（日）
■ 放射線機器管理地域研修会（愛媛県）： 愛　媛　　 2月　2日（日）
■ 放射線被ばく相談員講習会： 東　京　　 2月　8日（土）～　9日（日）
■ 下部消化管（注腸）認定診療放射線技師認定講習会・認定試験： 東　京　　 2月16日（日）
■ 画像等手術支援認定講習会： 東　京　　 2月16日（日）
■ がん放射線治療における質の確保に向けた基礎セミナー： 東　京　　 2月24日（月・振休）


